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第２期滝上町食育・地産地消推進計画 
 

＊目標Ⅰ 健康なからだづくりにつながる食育の推進 

＊目標Ⅱ みらいを生きる子どもの食育の推進 

＊目標Ⅲ 地産地消と一体となった食育の推進 

・３つの目標の達成のため食育と地産地消を推進します。 

 

◎「食育」とは、様々な経験を通じて「食」に関する知識と「食」を選択する力を習得し、健全

な食生活を実践できる人間を育てることと定義されています。 

→「食育」食について知り、食を自分で選べる人になる。 

 

◎「地産地消」とは、国内の地域で生産された農林水産物をその生産された地域内において消

費することと定義されています。 

→「地産地消」地域で作られた食べ物を地域の中で食べる。 

 

 

＊滝上町の食をめぐる現状と課題 
滝上町で作られる食べ物の今 
 ・小麦、スイートコーンなどを中心とした「畑作」と、「酪農」、「肉用牛」の飼育が行われてい

ます。また、全国的にも珍しい七面鳥やハッカをはじめ地域の特色ある農畜産物も生産されて

います。 

 

食生活の変化と健康への影響 

 ・食習慣が乱れている。脂肪や塩分の取りすぎなどの栄養の偏り。寝る時間が

不規則な生活をしているなどが見られます。現在、様々な種類の食べ物がい

ろいろな形で食べられるようになってきています。元気につながる食生活を

自分自身でできるようになるために、食に関する知識を町民一人一人が持つ

必要があります。 

・子どものうちに元気につながる食生活をおくっていると大人になっても続く良い影響につな

がっていきます。そのため、給食での食育のほか、家族、先生などにも食育を行っています。 

 

 

 

 

  


